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Abstract

TheShin-hokurikumainlineis a275kVextraJlightensiontransmissionline
belonglng tO the neutralpoint direct grounding system.For the protection of

this mainline forits section between Narude and Shin-aimoto substations

Hitachisupplied some time ago Type CTB distance carrier protective relay

SyStem Which have been putin servicein combination with the extra high

tensionhighspeed reclosing type contrarc circuit breakers.These protective

SyStem and breakers were subjected to a series of overa11arti丘cialfault tests

On alarge scale for4days from Nov.11th,1954for the study of the transient

Stability and the con丘rmation of the performance of them.

The testswere repeated8timesincluding6internalfault tests and20uter

fault tests･The faults within the section was tested as follows;One fault

WaS glVen at Shin-aimoto and Narude to test oneline groundingfault and two

faultsweretested between the substations･The grounding shortcircuit faults

Were CauSed as fo1lows:threeline shortcircuit at Kaihatsu,tWOline short

Circuit at Narude･Single-phase reclosing for oneline grounding and three-

phase reclosing for21ine and three grounding wereeffected.Asaresult,it

WaSCOn丘rmed thattheoperating time of the relay system averaged2cycles

and the totalbreaking time4･9cyles;these resultsexceededexpectationand

the reclosing noqvoltage timeproved to satisfythe users,expectation that was

about20cycles.

〔Ⅰ〕緒 盲

新北陸幹線は275kV超高圧送電線であって,機器の

絶縁耐力の低下を計り,接地故障時の異状電圧を低く押
*
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えるため叶性点直接々地方式が採用されている｡このた

め電力系統の事故波及防止,過渡安定度の向上ならびに

近接通信紙への誘導障害軽減の見地より保護装置は特に

動作確実,迅速なることが強く要求された｡したがって

保護装置仕儲の確認と昭和27年成出･枚方問における

試験で不十分であった過渡安定度の究明により試験が実

際の運用面と結びつくことを眼目とし,全系統並列大負
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第1図

Fig.1.

超 高 仕 新 北 陸 幹 線 試 験

Connection Diagram of Shin-hokuriku

Tension Line Under Field Test

荷送電状態のもとで人工故障試験を実施し,故障時の異

状電圧のほか各睡電丑,電流,電九位相角の測定,発

電機の自動電圧調整器の動作監視,通信線電磁誘導およ

び保安器動作測定などを行い,あわせて日立距離搬送保

護継電装｢F王,R立CCBをはじめ三菱MCB,東芝

繰保護瀾電装置およびICBの各綜ハ動作性能を試験す

ることになった｡

人工故障試験は昭和29年11月11口より4L川雄二わ

たり実施され,昭和27年に行われた試験に比し連

統がはるかに拡張されたため各所に分担酷托された人員

および測定用器村数において一段と大規模なものとなつ

た｡なお送電負荷も不測の事態を慮り交流計算盤による

予備計算を行って検討を ね,その結果この柾試蘭上し

ては受電端負荷150MⅥrの送電条件を用いるなど種々の

巾で大いに注目に伯するものがある｡

試験回数は総計8何であって,仝試験を通じ所期の目

的を達成する好成績を収め,本装置の購入仕様たる6′､

を上回る5〔し同時遮断を全うすることができた｡以下本

試験の全貌につき述べる｡

〔ⅠⅠ〕人工故障試験の全貌

(り 試験計画(1)

当初綜合人工故障試験は昭和28年を｢~1標■として計画

系 統 図

Super High

されていたが,新愛本変電所,成出発竃所間故障遮断時

の異常電圧が危惧され,この検討を目的として数次にわ

たり現地試験が行われた｡その結果 列運転容量の50%

の発電機にダンパー巻紙射寸加すれば安全であるとの結

論に適し,かつル←プ系統使用が取上げられ,新北陸幹

線と154kV送電綿すなわち新愛本,笹沖,小牧,成F11

のル←プ系統試験を行つで慎ヰを期し,試験時の高調減

異常電圧,各機器の動作による不測の事態の発ごとしない

限り営業運転へ影響をおよぼさないと考えられるに到つ

J一_

かくして諸般の準帖が整えられ,本試験では過去にえ

られた経験を基礎に関西電力全並列系統を用い,系統運

営上の諸資料をうることをも含めて距離搬送保護継電装

置ならびに高速度再閉路型制弧遮断器の動作性能試験を

実施することとなり,同時に他区間の成出発電れ椿厘

発電珊!_1においては東芝製表示綿保護継電装置の試験も

あわせ行われることになった｡

(2)試験系;陳

試験系統は第l図のご土く構成され,枚方77kV系は

関西電力仝系並列であり,中部,北陸電力系は並列,中

電力系は仝試験を通じ解列であった｡

また各試験における並列同朋概容量は第1表に示す通

りである｡
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第1表

Tablel.

人 工 故 障

装置および高速度再閉路型制弧 断器1377

験 並 列 MVA 一 覧 表

Arrangement of Power Assignment(MVA)in

System Under Field Tests

試 験 番 ▲腎
2 1 3

計 ll,93臥4 1,905.111,893.6 11,878.7

(注)以上のはか中部電力 約1,000MVA, 北陸電力400MVA,

新北陣幹繰上154kV側をループにする場合は新愛本,

笹津,小牧,祖山間を11叫経とし,祖山,成出問は2lり1

線を使用した｡また154kV系を並列しないときは中性

点接地抵抗使用箇所を新愛本(黒部系)400オーム,成出,

祖山各600オーム(庄川系)とし,154kV系を並列する

場合は新愛本400オーム,成出600オームとした｡なお

新愛木2号棟,成出2号機はそれぞれ電漉に充てられた｡

試験系統の真荷条件は第2表のごとくであって,試験

条件によって,枚方変電所羞水はそれぞれ軽負荷100

MW,中負荷150MWおよび正負荷180MW として

いる｡

(3)試験の種目

試験の柾類および回数は第2表(肘貢参照)に示すご

とく総計8回行われうち2回は外部故障である｡故

は新愛本変電所,成出発電所および両所のほぼ中間に位

置する開発とし,一組接地牒相再閉路4回,二繰接地三

相再閉路1回,三組接地1回でありあらゆる故障条件を

包含している｡

遮断器は新愛本変乱師･ま口立No.10CCBと三菱No.

30.MCB を切換使用し,成田発電所の新愛本側は日立

No.3.CCB, 所植原側は東芝No.14.ICB,椿原発

電所は三菱No.40.MCBを使用した｡

中国電力 解列甲

1,828.0 1,874.2l2,040.4 1,878.7

(単位 MVA)

また故障発仕方法としては開発は口立NHL-PA型斬

路器を使用し,新愛本,成mほ射撃式故障発生装苗が用

いられ,すべて0.3ないし0.5mm再のニクロム綿ヒュ

ーズによる弧光地絶とした｡

(4)測定器材およぴ;則定要薫

本試験の測定は試験系統と系統に連繋される機器のあ

らゆる要素を網羅している｡このため測定用オツシログ

ラフ台数も膨大となり,ブラウソ管オツシロ5台,電磁

オツシP27台,自動オツシロ7台,総計39台の多きに

達している｡

成出,新愛本川各測定壊素は第3表(5貢参照)に示

す通りである｡

〔ⅠⅠⅠ〕CTB型距部拙速保護継電装置および

超高圧高速度再閉路型制弧遮断器の概要

(り CTB型距離柘送保護継電装置

(A)方式の大要

本装置に適川された方式は距離継電器のすぐれた選択

性に搬送力式を併用したもので,現在最も進歩した保護

継電方式である｡また本装置の仕様として系統の安定度

を高めるため高速度再閉路方式が採用されており,この

ノ封こ関しても綿密な考慮が払われた｡
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第 3 表 オ シ ロ グ ラ フ 測 定 要素

Table3.Arrangement of Oscillograph

Elements

MS-3

MS-4

新

本

変

電

所

成

発

電

所

MN-3

MN-4

MN-4/

MN-7

501A(AB肝慰絡継電器

503A(AB相短解義迷電器

501B(BC和短絡継電器

502B(BC相短締継電器

故障相電流

396Ⅹ動作コイル電流

501C(CA相短縮継電器

502C(CA相短絡継也器

発振電流

故障柑電流

64-1(故障相接地継般器

642A(A相接地継電器

642B(BfR接地継電器

64ヨC(C席l接地継完備

故障相電流

第一呈迂)

第二段)

節一段)

第二段)

第一段)

第二段)

第一段)

第二段)

第二段)

第二段)

27A-b(A相差電圧継屯若)

27B-b(B相違電圧継電器)

27C-b(C用量電圧継電器)

501A(AB胡短絡謎電器

502A(AB相短縮継電器

501B(BC相短鯖継電器

50日B(BC相短絡継電器

故障田電流

396Ⅹ動作コイル電流

第一段)

第二段)

第一段)

第二段)

501C(CA村長i締結電器 第→段)

502C(CA相短締継電器 第二段)

発振電流

故障相電流

64-1(故障相接地継電器 第→段)

642A(A相接地継電辞 第二段)

642B(B′甘接地茶匪モk器 節二段)

642C(Cノ粗放地継電器 第二段)

故障用電流

27A-b(A相違電圧継電器)

27B--b(B紺差電圧継電器)

27C-b(C相違電圧継喝キ)

A相CCB(‡3)
ストローク重責
B相CCB(‡3)
ストローク重畳

C相CCB(#3)
ストローク重丑

A相電流

B相電流

C柑電流

引外電硫および投入喝流,

引外電流おょび雀入電溌,

引外電流および登入電流,

CTB型距離搬送保護継電装帯の主保護継電器として

は短絡故障に対してAZ型QC式高速度インピーダンス

継 器(2)を,また一線接地故障に対してはAX型QC式

高速度リアクタンス継電器(3)が使用されている｡

AZ型QC式高速度インヒ㌧∵ダンス継電器は3っの測

定要素より成り,第一f迂は,0.3ないし3オーム,第二

段は0･5ないし5オーム,第三段ほ1ないし10す-ム問

断器1379

を整定できる｡本継電器を搬送装置と組合わせる場合は

第2図にホすご上く,保護区問の両端より区間長の15%

程度の部分をJ玲く内部故障に対してはインピーダンス継

電器の第一段要素Zlにより搬送に関係なく両端の

器を高速度同時遮断する｡つぎにZlの不動作範囲すな

わち区間画報はりそれぞれ15%の範囲の故障に対して

は第二段要素Z2の動作により搬送波の送信を止め,相

手端の受信継電器月収ズが接点を閉成して遮断器を引外

す｡(第3図)この場合故障点に近い端子･では品

もにZlも動作するのでZlにより 断が行われる

し∴㌧

ナ
1

がある｡なおろおよびるにはlリ訓寺継電器を組合わせ

て後肘呆誠に充てるから別箇∴後備保護継電器を設置す

る必要がない｡またZ3にこまさらこ眼時継電器を附属さ

せ電づJ動揺時の誤動作を防止する｡

品
の
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Zニ 高速度インピーダンス継電器
βご 高速度電力方向継電器
5皮ご 故障検出継電器
5月ズご 同上用補助継電器
Z2アニ Zヨ用高速度神助継電器
Z2ズご Z2用限蒔新作継電器(後備保護用)
Z3ズニ Z3用取得動作継電器(後備保護用)
点点ズご 受信補助継電器
Z宜y÷.Z3用限時動作継電器(電力動揺時誤動作防止用)

第3図 CTB型距離搬送悍護継電装置動作 明図

Fig.3.Schematic Diagram for Type CTB

CarrierCurrentProtectiveRelaying

Set with Distance Rela3/
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つぎにAX型QC式高速度リアクタンス継電器が直接

接地系の地紹保護用として新たに開発された｡インピー

ダンス継電器によると一線接地故障時の距離測定は繰間

短絡故障のごとく単純ではなく,故障時の電弧抵抗およ

び大地抵抗の影響による距離測定誤差を生ずる｡また普

通のリアクタンス継電器では,送電線の負荷が大きく,

力率100%近くで運転している場合,継電器から見たリ

アクタンス分が動作リアクタンス以下であれば常時動作

していることになり,区間外故障で継電器接点が閉路し

ていると誤動作の原因となる｡かゝる観点から両特性の

長短を補いこの巾問の特性を与えるため半径の大きなイ

ンピーダンス特性をオフセットし,抵抗分の影響を極力

少くしかつ常時動作の弊を除くとともに送電線インピー

ダンスに適応させるため,オフセット量を可変にしてイ

ンピーダンス角を調整できるようにした｡本継電器のオ

フセット用タップは450,600,850とし,整定範囲は第

一段インピーダンス要素を0.3ないし3オーム,第二段

リアクタンス要素は0.5ないし5オームを連続的に整定

できるようになっている｡また後備保護用としては第二

段リアクタニ/ス要素と限時継電器の組合わせおよびKO

型QC式接地過電流継電器と限時継電器の組合わせを用

いた｡

なおインピーダンス継電器,リアクタンス継電器は方

向性を有しな-.､からそれぞれKHV型QC式短絡力向継

電器,KHVG型QC式接地方向継電器を併用して∴､る｡

(B)故障検出装置と発信制御

故障検出装置は搬送保護継電装置の性能を左石する重

要なものである｡故障検日用電圧降7一率継電装置て･･ま放電

管,電源変圧器,整流ri.｣路より成っており一線接地およ

び短絡故障に共用し,いずれの場rγでも2ないし7ms

の高速度で動作し,電力動揺のごとき比較的緩渾な電圧

降下に対しては動作しない｡また本装置と搬送装置間に

は補助継電器を設けず,このため故障発生より発信開始

までの時間が著しく短縮されている｡

(C)再閉路装置と故障柏選別方式

本装置の再閉路に関する要求 項を満足するため一紙

接地故障に対しては単相再閉路,二組および三組接地短

絡故障に対しては三相再閉路を行う場合と,いずれの故

障に対しても再閉路を行わない場合の選択が任意な切換

方式を1 用した｡また故障時の単相またほ三和引外回路

ニは故障選別用CDV型丁式高速度菜電圧継電器を使用

した｡この継電器は計器用変圧器二次相電圧をおのおの

二相分ずつ整流器を介して二重巻紙輪に導入し,常時ほ

互こ磁束を打消すように励磁されるので動作しないが一

線接地では故障相および1200進み相用の継電器が動作

し,二綿接地短紹故障のときは健全相用継電器のみ動作

第37巻 第10号

第4図 PK-2型搬送装置のレベルダイヤグラム

Fig.4.LevelDiagramofTypePKr2Carrier

Set

第5図

Fig.5.

CTB 型=臣離搬送保護終電

Type CTB Carrier Current

Protective Relaying Set

する｡また三緑接地の場合は継電器はすべて動作しない

から,これらの接点を連動し遮断器引外回路をつくれば

単相または三相引外回路が形成される｡

(D)装置の仕様および性能

本装置の仕様上性能は大略下記のごとくである｡

(a)17 式 間接方向比較故障時送出阻止釈放式

非変調単一周波式

(b)発 信‥...‖.‖..‖‥..水晶制御発振方式

受 信‖..水晶濾波器によるストレート検波

(C)使用周波数……………………210kc
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(d)

(e)

(f)

(g)

送信出力……‥=…………‥10W

許容経路拍A‥‥‥‥......‥‥‥‥ 40db

レベルダイヤグラム(笥4図参1てi)

装箭の時定数………………3ms以下

第5図は成=発憾新設償やCTB叩距離搬送保邁瀾電

装置の外観図を示す｡

(2)287.5kV制弧遮断器の構造

新北陸幹線に使用されている287･5kV制弧遮断器㍑

成出発電所に3台,新愛本変電所に1台,合計4台であ

る｡今回の試験に供された遮断器㍑成出,新愛 それぞ

れ1台ずつで,両者土も同じ構造である｡第`図は成出

発電所に設置されて1∴､るものの外形写真で,その仕様ほ

つぎのごとくである｡

定 格

定 格

遮 断

動 作

=†÷
｢E.

電

圧‥

流‥‥.

‥.287.5kV

……...800A

容 量……………… 5,000MVA

責 彷‥‖……0-12〔)--CO-1分-CO

遮 断 時l廿…………………….3∩〕

遮断部は■灸流器を内蔵した~封報経世上このってお

り,1相につき2組の遮断~郁がl占二列に他用されている｡

遮断部の構造は弟7図のご±く,一決電弧至と二次電弧

重とがあり,一次電弧によ一~〕てヨ巨fi二した油圧を_二次電弧

に加えて消弧するいわゆる【二~り｣里-~ごある｡圧力発生の少

い小電流遮断に術えて,圧油ピストンがあり,これを7

kg/Cm2の強力な山三縄空克によって乱作させているのが

第6図

Fig.6.

関西電力成出発電所287.5kV制弧遮断器

287.5kV Contrarc Circuit Breaker

at Narude Power Station of Xansai

Electric Power Co.,Ltd.

装置および高速度再閉路型制弧遮断器1381

特長である｡したがってバネによって動作させる圧油ゼ

ストンのものに比較して強力な油流を発生することがで

き,しかも操作部の負荷が軒いから高速度操作が容易で

ある｡こゝに使用される圧縮空気は25kg/cm2 より 7

kg/cm2に減圧乾燥されたもので,遮断部の傍に立てら

れた送気川碍管を経て頭部ケrス内の空気溜に導かれて

いる｡したがって碍管および遮断部の絶縁を空気中め水

分で劣化するおそれはない｡このことは工場における長

期絶緑試験および運転中の遮断器の点検をこよって十分た

しかめられている｡

操作部の構造は第8図(汰頁参照)のように機械的引外

口由を基本とする機構で,引外機構としては引外自由の

第1引外と非引外自Hlの第2引外土を有している｡これ

はいずれもロrラーとボールべヤリングを主体とした構

造で,極力摺勤部分を少くするようこ設計されてあるか

ら,その高速度動作性能吊使用■-トニ変化するおそれが少

い｡再閉路を行う場合はまず第一引外(非引外自由)コ

イルニよって引外される｡したがって投入川圧縮空来港

遮断動作巾の随意の 期に操作シリンダドに送り込んで

も拍二ちに相聞路することができる｡この場合可動接触子

はかならずしも全行程動く必安はない｡再遮断するには

第2引外(引外l:一山)コイルによって引外されるから,

御室

人口

潤

子

ストン

ンタ

刀

空

ワヤ

油

油

空

謂

■
_ 宕

】

≡刹愕

ヨ
a

田 燈

補

≡三`,ノ嵩

臭

ク

■~`‥…■l
ー∴◆■■′::

l

＼

】

ケース

空気緩

空気狸

圧油シIJ

制 弧

二次国定才
別弓鳳至隕

二次電

･て`t∵.､､1

墟断部

中間機桟

第7図 287.5kV制弧

面 計

面

気弁操作装置

郡ケース

次固定接触子

次電弧重

次可動接触子

線 鹿

次可動竣朝子

動ロ･ソド

棉用ルドかル

ロスへ･リド

断器の遮断部

Fig.7.Interrupting Part of287.5kV

Contrarc Circuit Breakers
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投入用空気が操作シリンダー内部に挽溜し

ても第1回避断と同様に急速に遮断するこ

とができる｡再閉路を行わない一般の遮断

は常に第2引外によって行われる｡

〔ⅠⅤ〕試験結果とその検

(り 搬送保護誰電装置の試験結果と

検討

第4表はCTB型拒離搬送保誠灘電装置

動作一覧表トl)である｡

区間内接地故障は両端および中間の3点

に発生させたがパ寺に新愛木変電所は零相,

正相ともその背後インピーダンスは約2倍

の変動を示しており,接地距離継電掛こと

って非常に苛酷な条件となっている｡しか

し接地保護リアクタンス継電器は85%の

相電流補償を施しているので,中間の閃

発故障では両端とも接地第一段要素,一端

に偏した故障における遠隔端は接地第二段

立 評

_1∴

第37巻 第10号

第8図

Fig.8.

第4表 試 験 結 果 一 覧 表

高 速 度 再 閉 路 操 作 機 構

OperatingMechanismforHigh-SpeedReciosing

Table4.Results of Tests

L切

入

相

相

ぼ笠告習ヱ讐

再閉路リレー

接地A相2段
+受信リレー

再開露リレー

切

327

327

502-C

642-A

52Tズ｣2

3¢

接地B相1段j641-B
642-B

l¢
再閉路ワレー!327

;2.7
2.31.9

!2.35

2･25.2･75j

1.4:･2.52

27.10

0,C

0-C

0-C

327 一

327 -

短碑C相1段

再閉路リレー

501C

502 C

52Tズー2

3¢

0-C

0-C

2
1
2
4
9
2

4
3
4 25･38:27･43】24･73j

与26.22く27.89】25.93

864-2357252

n
.
叫
d
q
訓
r

史
V
3
C
U

■9r(Z.β
35C+<U

接地A相1段蘭
短絡A相2段

4.98

0 2.522.46

接地B相1長廷 641-B

:64漂0-C
再閉路り'レー. 327

4.95

2.25.2,7

23.8･24.85■17.55

A柑1緑地絡後約0.6′､
にてC相地鮪し,二相地
絡となる

A相

周算出
緑地橙時
の規準と

を動作時
する
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要素が助作し,外部故障時に問題となる第一段のオー→バ

ーリーチは認められず確実な動作を行っており,かっ開

発故障の試験番号2と7では新愛本変圧器バンク台数が

変化しているにかゝわらず動作時附が:まぼ同一であるこ

こ,また試験番号7･:二おける新発木の敏郎柏電流と故障

相電比より算出せるインピーダンスは1.32オ←ム<60ロ

であり,接地継電器第一段咋惣嵐~土1.05寸rムの整先に

もか｣わらず軌任したこ土からこの継電器に苓相補慣を

施したこ上が非常に有効であるこ上が立証された｡

区間内短絡故障上してけ試験番号3の開発三繰接地お

よび試験番号4の成出2綿接地が行われた｡いずれの故

も糾日の故障発生に時間的な不揃があり,前者の場∴

C相はA,B柑より0.3サイクル後れまた後者の場冶C柏

はA相よF)0.6サイクルの後れ時間を示Lている｡特に試

験番号4(H】之初三繰接地故障の予定r･ごあったにもかゝわ

らず射撃式故障発生装置の~~小兵告で予期せぬ二綿接地放

障を惹起した｡しかし′ながらか｣る苛酷な試験条件にも

かゝわらず各継電器はいずれも_正規動作を行っている｡

装置および高速度再閉路型制弧 断器1383

つぎ･に試験番号8の成E_即則一雄接地故障において故障

相選別用差電圧継電器の視帰時間が早いため,単相再閉

路を行わなかったが,試験後その対策を研究し継電器の

復帰層性を改良して現地試験を行った結二黒動作は惰る良

好であった｡

区間外故障の試験番号5,6では成山仰は故障発生後

0.14および0.15サイクルの高速度で確実に辿続発信し,

新愛本捌の遮断器引外を完全に阻止している｡また本終

電方式では故障発生時,受信継電器はまだ搬送装置のエ

リミネータ電掛こより保持されており,かつ再投入時は

送受信せ継凝しているので,故障発生瞬時およ

投入時の雑音には仝し影響されず,たゞ搬送波停止後の

遮断器遮闇時,柑こ伝送路A相打場合に新吉が発生し10

ないし30mA程度の受信整流電流が認められる｡しか

しながF)故障時送出阻止釈放の本方式ではこれらに基く

不軌作あるいは誤動作のおそ戎t:1皆無であり,確実な選

択動作を行うことが確認された｡

また今巨1Jの試験は無電圧時間を20サイクルとしてい

る｡なお試験番号4では計画の15

.さみ芦･=~._~≡二
上空予空■~=■==■瓢;;;･:■冊.･㌻=:■･･=~__:･･こ:=･･:
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第9図 動作オンログラム(盲式頗番号1新

Fig.9.Operating Oscillogram(Test

Grounded at Shin'aimoto)

変本 C相⊥練成地)

No.1C¶phase

サイクルより 20サイクルに延ばし

たのは試験番号3の開発故障オツシ

ログラムよF)容量性続流が17サイク

ル程度続き,他区間継電器が誤動作

すると報告されたためであったが,

後口これは測定回躇の不備によるも

のであって,かゝる読流は存在せず,

全試験を通じて故障点ほ瞬時消弧し

ているこ上が判明した｡したがって

チ購電圧時間は単机 三相再閉路とも

試験時肌値1才知描 Lrうると考え

し′

以上のごと･こ仝試験を通じて試験

条件は尖灘滞日全く同様に苛酷なも

のであったが,継電装置は本質的に

なんら危惧すべき点も認められず終

始適確な故障選択動作を行い,距離

搬送保護継電装置としての高性能を

如実に発揮するとともに,試験によ

って始めてあきらかにされた検討事

項もすべて解決し,超高圧送電繰保

護装置として十分その責務を全うし

うることが立証された｡

第9図,第10図(次頁参照)およ

び第11図(次頁参照)は人工放障試

験オシログラムであろ｡
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第10図

Fig.10.

動作オシログラム ( 験番号4 成出AC裾線接地)
Operating Oscillogram(Test No.4A,C Phase

Grounded at Narude)

第 5 表 287.5kV 制 弧 遮 断 器 の 人 工 故

第37巻 第10号

(2)制弧遮断器の試験結果とその

検討■

試験ほ新愛本側制弧遮断器にて三相

遮断1回,成出側遮断儲にて三相遮断

1l_軋三朴｢百聞路1い!｣,単相遮断1回,

単船内二閉路3回を行った｡成出側の単

相遮断1同は乱作責務上しては再閉路

であったが,差電圧継電器の復帰時間

が早過ぎたため二再開路しなかったも･の

である｡これらの試験の結 を要約す

る±第5表のご上くで,試験番号2の

オシログラムが弟12図である｡試験電

圧｢よ対地144kV,柏問250kV,遮断電

流は600～2,250Aで,遮断容量は三相

換算こLて最大970MVAである｡遮

断器の定格遮断容量5,000MVAに対

して∵ま20%以下で,自力消弧を基本

±した制弧遮断器に取ってはアーク時

間が比較情長くなる範囲である｡今回

の試験結果の7【クl 間を図示すると

貰13図(12貢参照)のごとぐで電流の

増加に伴って多少アーク時間の短縮さ

れる傾向が見ら尋t,2,000A以上では

ほぼ1サイクル以下に推定される｡新

愛本側こおいてほ電流が少い上に,再

起電圧の.在で成出側より苛酷であるに

もかいhらザ,7∵-ク時間では特にそ

の差異:ま認められず1.4′､以~1こに入つ

ている｡これは旺油ピストンによる他

力消弧が首効に働いているためで,電

流の大小こよってアーク時間に最響す

る割合の少いこ±をホしている｡

Table5.Results of Fault Tests by287.5kV Contrarc Circuit Breakers

試
験
番
号
一
1
一
2

オシロ番一号

故
障
朝
一
C
一
A
A
B
C
A
B
C
A
B
C
‥
B

閃
一
成

開

動作責務

3¢0

3¢0-C

1¢0-C

1¢0-C

動 ′作

遮断器

成 出

新愛本

庶 出

圧 遮断電流■長一晶■最速悪霊摸志摩扁(kV)■(A) (～) (～)

144

■1･110!1･3
145
1,450!0.8

144

3
1
3
■
7
1
4

1

1
1
1
0
1
1

1

144;1,390; 0.9

14412,2501 0.7

5
3
5
9
3
亡
U

9

3
3
3
2
3
3

2

2.7

2.7

2.5

(注)(1)故障点 新,閑,成はそれぞれ薪愛本,開発,成田そある｡(2)電圧は対地を示す｡

(～)■_Jγ)_

25.6~l22.5

2
6
∩
八
)

O
U
(
バ

7

ワ
】
2
2

26.5

3
1
1

5.

5.

2

2

23,8

備 考

B相接地せず

リレー誤動作のため再閉路せず



超高圧新北陸幹線の人工故障試験における搬送保 継電装置および高速度再閉路型制弧 断器1385

掲適
′

霧氷殖弊規 ､援夢

彪凄

撒水㍊帯締

~
~

好ヨーー ､藤 一l枚陛威徳凍

瀞ガ勤務当署∋嘩耗
u

~ 7ガ

彪ど

∬β〔㌘桝) ト戎
2/

発信電流郎

/グ

誠帽姻電凍

+十 ､滋攣
凛好

L

.ぷ挽※

l■
事

(毎月ぞ

脾才;ア (軍拙守イクル)
､.. ■■■･- ヽ

■~

■■･■■
■

払&∵∵∴鯛
及研

√

∵∴g

,鉄棒頻電流

Z7月ーき

ヱ彷-β 妻♂
.～

g花'づ
4貯 ∴十

柑㌣7 〔軍撒サイクル) 開発β鰯/やt∫ 孝一/ト〝

宗主昌益引外表文遠涜‥/申
詣よぴストロークl

■
ヽ ■ ◆ ■.-

▲舟

j9應目∠ゝ｣ニ
′

′～媚査上 Z冴
Z7
良好

カ相∧電流

が訂逐日属

ど網漁
＼ノVゝ

βガ
㌫ニニ禦
▲(人
ノ

第11回

Fig.11.

動作オンログラム( 験番号7 開発B相1繰接地)
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全遮断時間は試験の大部分が3′ヽ1､人

~Fであるが,試験番ぺ-"3"の場合に

3′ヽ∴を超過している｡これは再閉路を

伴わ隠遁斬の場否であって,第2引外

機構による開極時瀾が那2引外のそれ

より約0.5′ヽ長いためである｡第1,第

2引外機構は本矧伸二はHじ構造であ

るが,第2引外ほリンク機構配帯の関

係から,川匝凍描_りがのびたものである｡

しかし遮断電流が増~ノブ】ければアrク相

聞が短縮されるかギブ,大†肛分ほ3(し以

下に入るもの七考えLlノれる｡なおこの

結果にも上づき,その後の設計は雛2

引外機構による闇極時職住,第2引外

と同種になるような構造を採用し｣こい

る｡
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超■高圧新｣ヒ陸幹繰に設置された日立
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乾何問路狸制弧遮断器の使什に小県㌣-〕

｣こ最もすぐれた1T'Ji御覧保護継電ん式で

あり,佑‡隻系統の車具針】三か｣､J変求され

る動作首務の苛慄浩イニヒも蓋し､Lう然

である｡

今回り)人_し二.肘埠試験に1∵-こ~木方式
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断器のアーク時間特性

ArcingTimeCharacteristicof2B7.5

kV Contrarc Circuit Breakers at

Staged Fault Tests

区 別

特 許

/′

特 許

実用新案

//

実用新案

登録番号

215056

215052

215053

215057

215055

215058

215054

215060

215059

431366

431367

431368

431369

431372

431374

431375

431379

第37巻 第10号

終りに臨み本試験を終始強力に推進せられかつ常に貴

重な御助言を賜った通産省の関係各位をはじめ電力中央

研究所,工業技術院電気試験所の関係各位ならびに関西

電力株式会社本店および現地の関係各位に対し

土謝意を表する次第である｡
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特 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許および実用新案

名 称

段 作 動 終 電 装 置

巻上磯のクラッチと制動機との互健装置

自 動 排 水 装 置

爪ク ラ ッ チ の 位 相 表 示装置

ポ ッ ト 精紡糸･の 木管着駅方法

盲由圧駆郵 自 動ク レ ッ ト レ
ー

ス

電 子 顕 秘 蹟 暗 視 野 撮 影 法

男 心 可 鍛 鉄予 節加 熱 焼鈍法

任 意 画 数 波 発 生 装 置

回 転 電 磯 冷 却 装 置

回 転 電 機 の 回 転 子 回 転装 置

超 同 期 電 郵 磯 電 機 子 線 輪

大型電機 回転子の低速回転装置

直 流 磯 界 磁

セ グ メ ン ト 式 案

推 力 事由

浮 子 型 開

線 輪

内 軸 受

受

閉 器

工場別

日立工場r

亀有工場■

亀有工場

亀有工場=

川崎工場■

川崎工場

多賀工場

戸畑工場

中央研究所

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場

日立工場
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